





Characteristics of Sex Differences in Free Drawings by Young Children 
—According to an Evaluation of Seven Criteria





いう７つの項目を設定し、幼児の造形教育専門家の 4 名（男性 2 名、女性 2 名）によって評定を行った。
この調査の対象は 4 歳児、 5 歳児クラスの302名の幼児（男児154名、女児148名）による自由画である。
自由画の描画材は、16色のクレヨンと画用紙を用いた。



























































































の 5 点満点で評定を行い、 4 名の平均点をその自由画の得点とした。











































「色彩」の男児と女児の平均点について有意差がみられた（t = 7.46, df = 300, p<.01）。平均点は男児が
3.24、女児が3.75で女児の方が高く評定された。「色彩」は、男児では「主題」に次ぐ高い平均点であり、





























男児の特徴的な自由画を Fig. 2 に示した。この自由画は「色彩」の項目で平均評定の数値が低かった例
である。左の自由画は、雪だるまのような形が線によって描かれている。「色彩」を意図的に使ったり、
概念的に用いたりしてはいなかった。
女児の特徴的な絵を Fig. 3 に示した。この自由画は「色彩」の項目で平均評定の数値が高かった例である。
この自由画では、洋服の上衣とズボン、靴、手にしたものの「色彩」の変化に工夫がみられた。
②「描写力」
「描写力」の男児の特徴的な自由画を Fig. 4 に示した。この自由画は「描写力」の項目で平均評定の数
値が低かった例である。描かれている線は閉じているので形にはなっているが、何を描いているのか伝わ
りにくい。　　　




男児の特徴的な自由画を Fig. 6 に示した。この自由画は「技法」の項目で平均評定の数値が低かった例
である。この自由画は四角く水を描き、魚が並んで泳ぐ様子を描いているが、線や面の表現が単調で動き
が感じられない。





男児の特徴的な絵を Fig. 8 に示した。この自由画は「着想」の項目で平均評定の数値が低かった例である。
キャラクターの顔が上手に描かれているが模倣に留まり、その幼児なりの「着想」や表現が見えてこない。
女児の特徴的な自由画を Fig. 9 に示した。この自由画は「着想」の項目で平均評定の数値が高かった例
である。冬の場面が描かれ、そこには物語性が感じられる。その幼児なりの「着想」が表現されている。
（3）「主題」
男児の特徴的な絵を Fig. 10 に示した。この自由画は「主題」の項目で平均評定の数値が低かった例で
ある。描いたものや内容、「主題」がわかりにくい。




   　　  
Fig. ２「色彩」の評定が低い男児の自由画　　　　　　Fig. ３「色彩」の評定が高い女児の自由画
　 　　 
   　　  
Fig. ４　「描写力」の評定が低い男児の自由画　　　　   Fig. ５「描写力」の評定が高い女児の自由画
 　 




   　　  
Fig. ８　「着想」の評定の低い男児の自由画 　　　　　Fig. ９　「着想」の評定の高い女児の自由画　
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